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放
送
研
究
会
よ
り
も
Ｍ
ｅ
ｇ
ａ
ｐ
ｈ
ｅ
ｐ

ｓ（
メ
ガ
フ
ェ
プ
ス
）と
言
っ
た
方
が
知
名
度

が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
正
式
名
称
は「
徳

島
県
内
４
大
学（
徳
島
大
学
、文
理
大
学
、

四
国
大
学
、鳴
門
教
育
大
学
）
合
同
放
送

サ
ー
ク
ル
　
メ
ガ
フ
ェ
プ
ス
」
で
す
が
、
３０

名
ほ
ど
の
部
員
の
内
２０
名
以
上
が
徳
大
生

で
す
。 

　
な
ん
と
い
っ
て
も
「
Ｆ
Ｍ
徳
島
」（
株
式

会
社
エ
フ
エ
ム
徳
島
）で
番
組
を
制
作
し

て
放
送
で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
活
動
が

魅
力
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
し
か
も
番
組
は「
大

学
生
で
い
こ
う
！
」（
毎
週
金
曜
ｐｍ 
２０:

５５
〜
）

と
「
フ
ル
ー
テ
ィ
キ
ッ
ス
」（
毎
週
土
曜
ｐｍ 
２２:

５５
〜
）の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
二
本
。 

　
最
近
、ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
と
し
て
「
大
学
生

で
行
こ
う
！
」
と
、サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況

な
ど
の
映
像
の
配
信
も
始
め
ま
し
た
。 

　
「
大
学
生
で
・・・
」
は
大
学
生
の
目
線
で

見
た
日
常
生
活
を
、「
フ
ル
ー
テ
ィ
・・・
」
は

最
近
の
大
学
生
の
恋
愛
事
情
を
テ
ー
マ
に
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
二
人
で
ト
ー
ク
し
ま
す
。 

　
収
録
は
毎
週
水
曜
日
、Ｆ
Ｍ
徳
島
内
で

局
の
機
材
を
使
い
、デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ま
で
、全
て
自
分
た
ち
の
手

で
制
作
。
機
材
の
操
作
方
法
は
先
輩
か
ら

後
輩
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

「
放
送
関
係
の
仕
事
を
め
ざ
す
人
に
は
即

戦
力
が
身
に
付
き
ま
す
。
遊
び
感
覚
で
楽

し
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
」 

と
語
る
部
長
の
川
端
さ
ん
は
主
に
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
昔
か
ら

ラ
ジ
オ
が
好
き
で
、本
物
の
放
送
局
で
番

組
を
制
作
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
入
部
。

将
来
は
放
送
局
や
制
作
会
社
へ
の
就
職

を
希
望
し
て
い
ま
す
。 

　
放
送
研
究
会
は
、大
学
祭
で
は
Ｆ
Ｍ
電

波
を
使
っ
て
学
内
の
み
で
受
信
で
き
る
ミ

ニ
放
送
局
を
開
局
。
ま
た
他
の
サ
ー
ク
ル

の
演
奏
会
な
ど
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
依
頼

さ
れ
た
り
、昨
年
は
日
本
テ
レ
ビ
の
「
２４

時
間
テ
レ
ビ
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
司

会
も
つ
と
め
る
な
ど
大
活
躍
。 

　
活
動
は
こ
の
他
に
、毎
週
土
曜
日
の
企

画
会
議
、８
月
の
小
豆
島
で
の
合
宿
や
阿

波
踊
り
。
テ
ス
ト
が
終
わ
っ
た
開
放
感
を

味
わ
う（
？
）水
て
っ
ぽ
う
大
会
な
ど
多
彩
。

合
宿
で
は
新
入
生
が
二
人
組
で
自
由
に

番
組
を
作
り
、み
ん
な
で
評
価
し
ま
す
。

み
ん
な
の
思
い
が
け
な
い
一
面
が
見
え
た

り
す
る
の
が
楽
し
い
そ
う
で
す
。 

　
部
活
は
水
曜
（
ｐｍ
６:

００
〜
）
と
土
曜
（

ｐｍ
３:

３０
〜
）に
常
三
島
体
育
館
２
Ｆ
で
行

っ
て
い
ま
す
。
入
部
希
望
者
や
放
送
に
興

味
が
あ
る
人
は
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

は
じ
め
に 

 

　
平
成
１８
年
９
月
２９
日
に
国
立
大
学
法

人
評
価
委
員
会
に
よ
る
国
立
大
学
法
人

徳
島
大
学
の
平
成
１７
年
度
に
係
る
業
務

の
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
評
価
で
は
、本
学
は
、他

の
国
立
大
学
法
人
に
な
い
分
野
を
持
ち
、

学
術
研
究
論
文
数
か
ら
み
て
も
優
位
性

を
持
ち
、競
争
的
資
金
獲
得
に
も
熱
心
で
、

徳
島
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
て
い
る
と

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
項
目
別
評
価
で

は
、[

Ⅰ]

業
務
運
営
・
財
務
内
容
等
の
状

況
の
４
項
目
は
、い
ず
れ
も
「
中
期
目
標
・

中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
て
順
調
に
進

ん
で
い
る
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、「
・・・

が
期
待
さ
れ
る
」
と
の
表
現
で
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
４
つ
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、南
海
地
震
発
生
時
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル（
学
生
用
）や
非
常
時
に
お
け

る
全
学
生
の
安
否
確
認
を
実
施
す
る
こ

と
を
想
定
し
た
名
簿
を
作
成
し
、配
布
し

て
い
る
こ
と
が
特
色
あ
る
主
な
例
に
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。[

Ⅱ]

教
育
研
究
等
の

質
の
向
上
の
状
況
で
は
、本
学
が
取
り
組

ん
で
い
る
注
目
さ
れ
る
事
項
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
評
価
結
果
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。
詳
細
は
本
学
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

全
体
評
価 

 

●
徳
島
大
学
は
、他

の
国
立
大
学
法
人

に
な
い
分
野
を
持
ち
、

学
術
研
究
論
文
数

か
ら
み
て
も
優
位
性

を
持
ち
、競
争
的
資

金
獲
得
に
も
熱
心
で
、

徳
島
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
て
い
る
。 

●
役
員
会
を
毎
週
開
催
し
懸
案
事
項
を

迅
速
処
理
す
る
と
と
も
に
、部
局
長
会
議

を
月
１
回
開
催
し
意
見
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
、法
人
の
円
滑
な
運
営
を
進
め

る
た
め
の
取
組
が
機
能
し
て
い
る
。 

●
事
務
局
企
画
・
評
価
課
で
は
、評
価
情

報
分
析
セ
ン
タ
ー
設
置
や
組
織
評
価
実

施
概
要
の
企
画
立
案
が
実
施
さ
れ
、病
院

の
企
画
経
営
課
で
は
増
収
対
策
の
策
定

や
診
療
科
毎
の
稼
働
目
標
額
を
示
し
、病

院
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
成
果

が
期
待
さ
れ
る
。 

●
平
成
１６
年
度
の
評
価
委
員
会
の
評
価

結
果
を
踏
ま
え
、自
己
点
検
・
評
価
の
公

表
方
法
に
つ
い
て
評
価
結
果
公
表
要
領

を
定
め
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
点
検
・
評
価

結
果
専
用
ペ
ー
ジ
を
設
け
た
。 

●
部
・
課
の
再
編
及
び
定
員
削
減
を
実
施

し
た
ほ
か
、業
務
改
善
提
案
制
度
を
導
入

し
、優
れ
た
提
案
に
は
報
奨
も
行
っ
て
推

進
し
て
い
る
。 

●
貸
付
施
設
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、

外
部
へ
の
許
可
範
囲
を
広
げ
る
な
ど
財
務

内
容
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
地
域
・
国
際

交
流
プ
ラ
ザ
が
完
成
す
る
な
ど
資
産
増

に
な
っ
て
い
る
。 

●
高
等
学
校
で
の
未
修
得
科
目
を
「
大
学

入
門
科
目
群
」
と
し
て
履
修
さ
せ
る
な
ど
、

教
養
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
Ｆ

Ｄ
学
習
支
援
室
の
取
組
、地
域
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
施
設
の
拡
大
、医
療

系
で
の
新
し
い
取
組
、部
局
横
断
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
体
制
等
、新
し
い
試
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。 

 

項
目
別
評
価 

 [

Ⅰ] 

業
務
運
営
・
財
務
内
容
等
の
状
況

は
、全
て「
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成

に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で
い
る
」
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
が
、下
記
の
４
事
項
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。 

●
会
議
の
実
質
化
に
向
け
、監
事
の
指
摘

事
項
へ
の
早
急
な
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。 

●
今
後
、着
実
に
人
件
費
削
減
の
取
組
を

行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

●
評
価
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、処
遇
面
へ
の

反
映
等
、早
急
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。 

●
危
機
管
理
に
関
し
て
は
、全
学
的
・
総

合
的
な
危
機
管
理
体
制
の
確
立
が
期
待

さ
れ
る
。 

 [

Ⅱ] 

教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
の
状
況

で
は
、全
学
共
通
教
育
で
新
し
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
１６
項
目

が
「
注
目
さ
れ
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

　
教
員
、事
務
職
員
の

皆
様
の
ご
支
援
、ご
協

力
に
よ
っ
て
平
成
１７
年

度
に
係
る
業
務
の
実
績

に
関
す
る
評
価
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
サ
ー
ク
ル
紹
介
　[

取
材] 

放
送
研
究
会 

本
物
の
放
送
局
で
番
組
を
制
作
・
放
送
で
き
る
魅
力 

 工学部機械工学科２年  

 川端 剛史  
  かわばた つよし 
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徳島大学ホームページ「点検・評価」 

平成１７年度に係わる業務の実績に関する評価結果 

http://www.tokushima-u.ac.jp/hyouka/b-1.htm 

 

平
成
１７
年
度
に
係
わ
る 

業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
概
要 

 

理
事
・
副
学
長[

総
務
担
当] 

黒
田 

弘 

く
ろ
だ 

や
す
ひ
ろ 




